
中 学 校 数 学 （問題編）

令和４年度全国学力・学習状況調査の調査結果
の活用による指導改善に向けた説明会

県教育委員会事務局学ぶ力はぐくみ課



〈動画の内容〉

４．課題等

５．指導改善のポイント



４．課題等

出題の
趣旨

事象を数や式を用いて考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。
・事象の特徴を的確に捉えること ・自然数を素数の積で表すこと

解答類型 反応率
（％）

正答

１ ２×３×７（かけ算の順序は不問。
以下同様。）

46.8 ◎

２ ２×２１ 0.2

３ ３×１４ 0.1

４ ６×７ 1.3

５ 因数に１を含んでいるもの。 1.1

６ ４２をいくつかの数の和の式で表
し解答したもの。

0.4

９９ 上記以外の解答 37.8

０ 無解答 12.4

学習指導に当たって
○ 自然数を素数の積で表すことができるようにする

整数の性質について理解を深める場面において、整
数を様々な視点から捉えることができるようにするた
めに、自然数を素数の積で表すことが大切である。

○ 素因数分解することを通して、整数の性質について
の理解を深めることができるようにする
自然数を素因数分解することを通して、整数に対す

る見方をさらに広げ、整数の性質についての理解を深
めることができるようにすることが大切である。

・２、３、７（積の形で表せていない）
・１、２、３、６、７、14、21、42（約数を挙げている）等



４．課題等

出題の
趣旨

事象を数学的に考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。
・事象の特徴を的確に捉えること ・筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明すること
・統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明すること



４．課題等

趣旨
目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明することができるかどう
かをみる。

（正答の条件）
＜４(n＋１)と計算している場合＞
次の(a)、(b)について記述している。
(a)n＋１は整数だから、
(b)４(n＋１)は４の倍数である。

＜４n＋４と計算している場合＞
次の(c)、(d)について記述している。
(c)４n、４が４の倍数で、４の倍数の和は４の倍数だから、
(d)４n＋４は４の倍数である。

（正答例）
・４(n＋１）
n＋１は整数だから、４(n＋１)は４の倍数である。したがって、差が
４である２つの偶数の和は、４の倍数になる。

ある事柄が成り立つ理由を数学的に説明する際には、説明の対象
となる成り立つ事柄を明確にした上で、その根拠を指摘すること
が大切である。そこで、「○○であるから、△△である。」のよ
うな形で、「根拠（○○）」と、「成り立つ事柄（△△）」の両
方を記述することを解答として求めた。



４．課題等

解答類型 反応率（％） 正答

（正答の条件）
＜４（n＋１）と計算している場合＞
次の(a)、(b)について記述している。
(a)n＋１は整数だから、
(b)４（n＋１）は４の倍数である。

１ 4(n＋1) (a)、(b)について記述
n＋１は整数だから、４（n＋１）は４の倍数で
ある。

18.1 ◎

２ (a)のみを記述
n＋１は整数だから。 0.2 ○

３ (b)のみを記述
４（n＋１）は４の倍数である。 8.3 ○

４ (a)、(b)について記述していない
４（n＋１） 1.3 ○

５ (a)、(b)のいずれかの記述に誤り
n＋１は整数だから、４（n＋１）は３の倍数で
ある。

0.0

解答類型 反応率（％） 正答

（正答の条件）
＜４n＋４と計算している場合＞
次の(c)、(d)について記述している。
(c)４n、４が４の倍数で、４の倍数の和は４の倍数だから、
(d)４n＋４は４の倍数である。

６ 4n＋4 (ｃ)、(ｄ)について記述
４n、４が４の倍数で、４の倍数の和は４の倍
数だから、４n＋４は４の倍数である。

1.6 ◎

７ (ｃ)のみを記述
４n、４が４の倍数だから。 0.0 ○

８ (ｄ)のみを記述
４n＋４は４の倍数である。 19.0 ○

９ (ｃ)、(ｄ)について記述していない
４n＋４ 7.6

10 (ｃ)、(ｄ)のいずれかの記述に誤り
４n＋４は３の倍数である 0.0

11 4×□の□に(n＋1)以外の文字を用いた多項式又は単項
式を入れて記述しているもの 3.4

９９ 上記以外の解答 18.0

０ 無解答 22.5

※２n＋（２n＋４）の計算結果
８n、４n²＋８n

学習指導に当たって
○ 事柄が成り立つ理由を、構想を立て、根拠を明確にして
説明できるようにする
事柄が一般的に成り立つ理由を、構想を立てて説明する

場面を設定し、文字式や言葉を用いて根拠を明らかにでき
るように指導することが大切である



４．課題等

趣旨 結論が成り立つための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明することができるかどうかをみる。

解答類型 反応率（％） 正答

（正答の条件）
「○○は、◇◇になる。」という形で、次の(a)、(c)又は(b)、(c)について
記述しているもの。
(a)○○が、「差が４の倍数である２つの偶数の和」である。
(b)○○が、「差が８である２つの偶数の和」である。
(c)◇◇が、「４の倍数」である。

１ (a)、(ｃ)について記述
差が４の倍数である２つの偶数の和は、４の倍数になる。 2.1 ◎

２ (a)記述不十分、（ｃ）記述
差が４の倍数の和は、４の倍数になる。 0.2 ○

３ (a)のみ記述
差が４の倍数である２つの偶数の和。 0.0

４ (ｂ)、(ｃ)記述
差が８である２つの偶数の和は、４の倍数になる。 24.9 ◎

５ (ｂ)記述不十分、(ｃ)記述
差が８の和は、４の倍数になる。 １．０ ○

６ (ｂ)のみ記述
差が８である２つの偶数の和。 0.5 

解答類型 反応率（％） 正答

７ 上記４、５について、差が８以外の具体的な４の倍数になる２つ
の偶数の和について記述
差が１２である２つの偶数の和は、４の倍数になる。

1.4 ◎

８ 上記７について、差が８以外の具体的な４の倍数になる２つの偶
８数の和についての記述不十分、(c)記述
差が１２の和は、４の倍数になる。

0.1 ○

９ 差が８以外の具体的な４の倍数になる２つの偶数の和について
記述
差が１２である２つの偶数の和。

0.0

10 上記１、２、４、５、７、８以外で和が４の倍数になる２つの偶数につ
いて記述、(ｃ）記述
２つの数がどちらも４の倍数である２つの偶数の和は、４の倍数
になる。

5.4 ◎

１１ 上記１０について、和が４の倍数になる２つの偶数について記述
不十分、（ｃ）記述
４の倍数の和は、４の倍数になる。

0.8 ○

１２ 上記１０、１１について（ｃ）記述なし
２つの数がどちらも４の倍数である２つの偶数の和。 0.0

９９ 上記以外の解答 35.3

０ 無解答 28.3

事柄を数学的に表現することは、後の学習において逆の意味を吟味したり、
解の吟味の必要性に気付いたりするなど、論理的に考えを進めながら新た
な知識を習得できるようにする上で大切である。そこで、「○○は、◇◇
になる。」のような形で、「前提（○○）」と、それによって説明される
「結論（◇◇）」の両方を記述することを解答として求めた。



４．課題等

学習指導に当たって
○ 結論が成り立つための前提を捉え、見いだした事柄を数学的に表現できるようにする

与えられた事柄や予想した事柄が成り立つかどうかを、具体例をあげて調べる活動を通して、結論が成り立つための前提を捉え、見いだし
た事柄を数学的に表現できるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には、「差が４である２つの偶数の和は、４の倍数になる。」ことから、他にはどのような２つの偶数であれ

ば、その和が４の倍数となるか説明する活動を取り入れることが考えられる。その際、成り立つ事柄を予想するために、具体的な数を用いて
和が４の倍数になる２つの偶数について取り上げ、その２つの偶数にどんな特徴があるのかについて話し合う場面を設定することが考えられ
る。このように、結論が成り立つための前提を捉えることができるようにすることが大切である。

このような活動を通して、結論「４の倍数になる」が成り立つための前提となる２つの偶数を考え、例えば、「差が８である２つの偶数
の和は、４の倍数になる。」や「差が４の倍数である２つの偶数の和は、４の倍数になる。」などと見いだした事柄を数学的に表現でき
るようにすることが大切である。



４．課題等

出題の
趣旨

与えられた情報を読み、次のことができるかどうかをみる。
・事象を的確に捉えること ・事象を理想かしたり単純化したりすること
・数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること



４．課題等

趣旨 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうかをみる。

他者と協働的に問題を解決したり、問題解決の過程を自ら振り返ったりする
上で、方法や手順を明確に記述したり伝え合ったりすることが大切です。
「用いるもの」（表、式、グラフ）を明確にした上で、その「用い方」（xと

yの関係式にある値を代入して求めるなど）を記述することを解答として求めら
れています。



４．課題等

解答類型 反応率
（％）

正答

（正答の条件）
次の(a)、(b)について記述している。
(a)直線のグラフをかいて利用すること。
(b)y座標が３００のときのx座標を読むこ
と。

１ (a)、(b)について文で記述（又は、
実際にグラフをかき、y座標が300
のときのx座標を読むことを記述）

4.7 ◎

２ (a)について「直線」についての記
述が不十分だったり、(b)について
「y＝３００」の記述がなかったりす
るが、グラフを用いることとその用
い方について記述
・２つの点を結んで、y＝300のとき
のxの値を読む。
・原点Oを通る直線のグラフをかき、
x座標を読む。

0.5 ○

３ (a)のみを記述（「直線」について
の記述が不十分なものを含む） 8.8

４ (b)のみを記述（「y＝300」の記
述がないものを含む）

0.3

５ グラフを用いることについて記述
しているが、(a)、(b)について記述
していない

2.6

グラフを用いる場合 式を用いる場合 表や数値を用いる場合
解答類型 反応率

（％）
正答

（正答の条件）
次の(c)、(d)について記述している。
(c)比例の式又は一次関数の式を求めて
利用すること。
(d)y＝３００を代入して、xの値を求めるこ
と。

６ (c)、(d)について文で記述（又は、
実際に式を求めて、y＝３００を代
入してxの値を求めることを記述）

6.4 ◎

７ (c)について「比例」又は「一次関
数」の記述がなかったり、(d)につ
いて「y＝３００」の記述がなかった
りするが、式を用いることとその用
い方について記述
・式で表し、y＝300を代入してxの
値を求める。
・yをxの比例の式で表し、yに削減
量を代入して、xの値を求める。

1.1 ○

８ (c)のみを記述（「比例」「一次関
数」についての記述がないものを
含む）

2.1

９ (d)のみを記述（「y＝300」の記
述がないものを含む） 0.1

解答類型 反応率
（％）

正答

（正答の条件）
次の(e)、(f)について記述している。
(e)表や数値を用いて割合を求めて利用
すること。
(f)二酸化炭素削減量の合計が３００ｋｇ
になる日数を算出すること。

10 (e)、(f)について文で記述（又は、
実際に変化の割合を調べて日数
を求めることを記述）

11.8 ◎

１１ (e)について「割合」の記述が十
分でなかったり、(f)について求め
る日数の記述が十分でなかったり
するが、表や数値を用いることとそ
の用い方について記述
・表の数値を用いて、二酸化炭素
削減量の合計が300㎏になる日
数を求める。
・１日あたりに7.5㎏削減すること
ができることを用いて、日数を計
算する。

10.3 ○

１２ (e)のみを記述（「割合」について
の記述が十分でないものを含む） 12.8

１３ (f)のみを記述（求める日数の記
述が十分でないものを含む） 2.5

９９ 上記以外の解答 6.3

０ 無解答 29.6



４．課題等

学習指導に当たって
○ 問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明できるよ
うにする
様々な問題を数学を活用して解決できるようにする際に、問題解決の

方法に焦点を当て、例えば、表、式、グラフなどの「用いるもの」と、
それらを問題解決するためにどう用いたかといった「用い方」について
考え、説明できるように指導することが大切である。その際、実際に
行った解決の過程を振り返り、そのときに用いた方法について、「用い
るもの」や「用い方」のいずれか一方の説明にとどまらず、「用いるも
の」とその「用い方」の両方を指摘し、的確に説明できるように指導す
ることが大切である。
本設問を使って授業を行う際には、二酸化炭素削減量の合計の記録の

グラフにおける各点がグラフでほぼ一直線上に並んでいることを基に、
二酸化炭素削減量は、取り組みを始めてからの日数に比例するとみなし
て解決することが大切である。その上で、例えば、グラフを用いて問題
を解決する場合を取り上げ、その方法について、原点Ｏを通る直線をか
いて得られたグラフ（「用いるもの」）と、y座標が３００のときのx座
標を読むこと（「用い方」）の両方を明確にし、問題解決の方法を的確
に説明する活動を取り入れることが考えられる。
なお、問題解決の過程を振り返る場面において、解決の見通しをもつ

場面で出された「グラフを使って求める。」や、「y＝３００を代入す
る。」などという不十分な表現を取り上げて吟味し、より洗練された表
現に高めていく工夫が考えられる。

（解答類型３の具体的な例）

・直線をひいてグラフを読み取る。
・グラフに、ＯからＧまでを通る直線を引く。
・原点Ｏから点Ｇまでの点をつないだ直線を３００㎏のところ
まで延長させる。

このように記述した生徒は、直線のグラフを用いることは記述
しているが、その用い方として、二酸化炭素３００㎏の削減が
何日目に達成されるかを求めるために、座標平面上でy座標が
３００のときのx座標を読み取ることを明示して説明すること
ができなかったと考えられる。

（解答類型12の具体的な例）

・１日あたりの二酸化炭素量削減量の平均を求める。
・５日で３７．８ｋｇだから、それをもとに求めるとよい。
・１日に約７ｋｇの二酸化炭素が削減できているので、７をた
していく。

このように記述した生徒は、「１日あたり」や「５日あたり」
のように、表や数値から割合を求めて用いることは記述してい
るが、その用い方として、二酸化炭素削減量の合計が３００㎏
になる日数を算出することを明示して説明することができな
かったと考えられる。



４．課題等

出題の
趣旨

図形の性質を考察する場面において、次のことができるかどうかをみる。
・筋道を立てて考えること ・事象に即して解釈したことを数学的に表現すること ・事柄が成り立つ理由を数学的に説明すること



４．課題等

趣旨 筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明することができるかどうかをみる。

（正答の条件）
次の(a)、(b)、(c)について記述しているもの。
(a)∠ＡＥＢ＝∠ＣＢＦ
(b)∠ＡＢＥ＋∠ＡＥＢ＝３０°
(c)∠ＡＢＥ＋∠ＣＢＦ＝３０°

（正答例）
△ＡＢＥ≡△ＣＦＢより、合同な図形の対応する角は等
しいから、

∠ＡＥＢ＝∠ＣＢＦ……①
△ＡＢＥにおいて、三角形の内角の和は１８０°で、
∠ＥＡＢ＝１５０°であるから、

１５０°＋∠ＡＢＥ＋∠ＡＥＢ＝１８０°
∠ＡＢＥ＋∠ＡＥＢ＝３０°……②

①、②より
∠ＡＢＥ＋∠ＣＢＦ＝３０°

したがって、∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和は３０°になる。



４．課題等

解答類型 反応率
（％）

正答

（正答の条件）
次の(a)、(b)、(c)について記述しているもの。
(a)∠ＡＥＢ＝∠ＣＢＦ
(b)∠ＡＢＥ＋∠ＡＥＢ＝３０°
(c)∠ＡＢＥ＋∠ＣＢＦ＝３０°

１ (a)、(b)、(c)記述 11.1 ◎

２ (a)、(b)、(c)記述しているが不十分 0.6 ○

３ (a)、(b)記述 1.1 ○

４ 上記１～３以外で、∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°に
なる理由を正しく説明、(c)記述

0.5 ◎

５ 上記４について、表現が不十分（（ｃ）記述なしを
含む）

0.1 ○

６ 根拠として∠ＥＢＦ＝６０°を用いている 3.6

７ (a)又は(a)、(c)記述（不十分含む） 3.4

８ (b)又は(b)、(c)記述（不十分含む） 2.9

９ (c)記述（不十分含む） 7.0

９９ 上記以外の解答 27.1

０ 無解答 42.7

（解答類型９の具体的な例）

・∠ＥＡＢ＝１５０°
よって、∠ＡＢＥ＋∠ＣＢＦ＝３０°

このように記述した生徒は、琴音さんの考えにある∠ＥＡＢ＝１５０°を
用いて、∠ＡＢＥ＋∠ＣＢＦ＝３０°を説明しようとしたと考えられる。

（解答類型99の具体的な例）

・仮定より、
△ＡＢＥ≡△ＣＦＢ
∠ＥＡＢ＝１５０°

・∠ＥＡＢ＝１５０°より、三角形の内角の和は１８０°なので、
１８０°－１５０°＝３０°

このように記述した生徒は、琴音さんの考えにある△ＡＢＥ≡△ＣＦＢ
と∠ＥＡＢ＝１５０°を用いようとしたと考えられる。

・∠ＡＢＥ＝３０÷２＝１５°
∠ＣＢＦ＝３０÷２＝１５°

・∠ＥＡＢ＝１５０°、
∠ＡＥＢ＝∠ＣＢＦ＝∠ＡＢＥ＝∠ＣＦＢより、
∠ＡＢＥ＋∠ＣＢＦ＝３０°

このように記述した生徒は、∠ＡＢＥや∠ＣＢＦの大きさを具体的に求
めようとしたり、∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの大きさが等しいと捉えたりした
と考えられる。



４．課題等

学習指導に当たって
○ ある条件の下で成り立つ図形の性質を見いだし、それが成り立つ理由を数学的に説明できるようにする

結論を導くために何が分かればよいかを明らかにしたり、与えられた条件を整理したり、着目すべき性質や関係を見い
だし、事柄が成り立つ理由を、筋道を立てて考えたりする活動を取り入れ、数学的に説明できるように指導することが大
切である。
本設問を使って授業を行う際には、コンピュータなどを利用して長方形ＡＢＣＤの辺の長さをいろいろに変えた図を観

察し、線分ＥＢと線分ＢＦのなす角である∠ＥＢＦが６０°になることを予想する場面を設定することが考えられる。そ
の上で、予想した事柄が一般的に成り立つことの理由を数学的に説明する場面を設定することが考えられる。
例えば、∠ＥＢＦの大きさが６０°になるかどうかを確かめるためには、∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が分かればよいこと

を話し合うなどして、説明の見通しや構想を立てることが大切である。その際、同じ長さの辺や、同じ大きさの角に、印
や記号を付けることで、図形の性質や関係を直観的に捉え、説明の見通しや構想を立てることが考えられる。さらに、他
者との話し合いを通して、前提となる条件、正しいと認めた事柄、説明しようとする事柄を明らかにし、図形の性質や関
係を論理的に考察し、表現することも考えられる。
また、予想した事柄「∠ＥＢＦが６０°になる。」ことを説明する場面において、∠ＥＢＦが６０°になることを示す

ためには、∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°になることがいえればよいといった構想を立て、「∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和
は３０°になるか。」と焦点化して考察を進めることが考えられる。さらに、既に証明された△ＡＢＥと△ＣＦＢが合同
であることや、∠ＡＢＥと∠ＡＥＢの和について考えることで、∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°になるための根拠につ
いて明らかにすることが大切である。



数と式
〇 整数の性質についての理解を深める活動の重視
・ 自然数を素数の積で表すことができるようにするために、整数に対する見方を広げ、整数の性質について理解を深め
る活動を重視していくことが大切である。その際、小学校で学んだ約数や倍数の性質を捉え直す場面を設定することが
考えられる。

〇 予想した事柄が成り立つかどうかを具体例をあげて調べる活動の充実
・ 結論が成り立つための前提を考え、見いだした事柄を数学的に表現できるようにするために、既に成り立つことが示
された事柄を基に、前提を変えても成り立つ場合を考え、話し合う活動を取り入れることが考えられる。その際、成り
立つ事柄を予想するために、具体例をあげて調べる活動を充実することが大切である。

図形
〇 事柄が常に成り立つとは限らないことを反例をあげて説明する活動の重視
・ ある事柄が成り立つかどうかを判断するために、仮定を満たすような具体例を幾つかあげ、それが結論を満たすかど
うかを調べる活動を取り入れることが大切である。その際、事柄がいつでも成り立つとは限らない場合には反例をあげ
て説明する活動を重視することが大切である。

〇 筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明する活動の充実
・ 結論を導くために何が分かればよいかを明らかにしたり、与えられた条件を整理したり、着目すべき性質や関係を見
いだし、事柄が成り立つ理由を筋道を立てて考えたりするなど、事柄が成り立つ理由を数学的に説明する活動を充実す
ることが大切である。

５．指導改善のポイント



関数
〇 伴って変わる二つの数量の変化の特徴を捉える活動の重視
・ 変化の割合の意味を理解するために、伴って変わる２つの数量の変化の特徴を捉える活動を重視することが大切である。

その際、変化の割合は で求められることだけでなく、xの増加量が１のときのyの増加量であると捉えること

ができるようにすることが大切である。
○ 事象の数学的な解釈に基づいて、問題解決の方法を数学的に説明する活動の充実
・ 様々な問題を数学を活用して解決できるようにするために、問題解決の方法に焦点を当て、表、式、グラフなどの「用
いるもの」と、それらを問題解決するためにどう用いたかといった「用い方」を明確にして問題解決の方法を説明する活
動を充実することが大切である。その際、問題解決の過程を振り返る場面において、解決の見通しをもつ場面で出された
方法の説明として不十分なものを取り上げて吟味し、より洗練された表現に高めていく工夫が考えられる。

データの活用
○ ヒストグラムの特徴を比較して読み取り、判断の理由を数学的に説明する活動の充実
・ データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができるようにするために、ヒストグラ
ムの特徴を比較して読み取り、そのことを根拠として判断した理由を説明する活動を充実することが大切である。その際、
データの分布の傾向について最大値、最小値、範囲、累積度数などといった指標を用いて表現できるようにすることが大
切である。

○ 複数の集団のデータの分布に着目し、その傾向を比較して読み取る活動の充実
・ 箱ひげ図から分布の特徴を読み取ることができるようにするために、複数の集団のデータの分布を比較する場面を設定
し、そのデータを整理して箱ひげ図に表し、データの分布の傾向を比較して読み取る活動を充実することが大切である。
その際、箱が示す区間の長さの長短によらず、最小値、第１四分位数、第２四分位数（中央値）、第３四分位数、最大値
の五つの値の間の四つの区間に含まれるデータの個数はほぼ同じであることを確認することが重要である。

５．指導改善のポイント

の増加量

の増加量



◆ 目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明する
ことに引き続き課題がある。〔 ６ （２）〕

◇ 簡単な連立方程式を解くことはできている。〔 ２ 〕

◇ 証明の根拠として用いられている三角形の合同条件を理解することはできている。〔 ９ （１）〕

４．課題等

A 数と式

◆ 自然数を素数の積で表すことに課題がある。〔 １ 〕

◆ 結論が成り立つための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明することに課題がある。
〔 ６ （３）〕

B 図形

◆ 反例の意味の理解に課題がある。 〔 ３ 〕

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点 〔 〕内の記号は、問題番号

◆ 筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明することに課題がある。〔 ９ （２）〕

◇ 問題場面における考察の対象を明確に捉えることはできている。〔 ６ （１）〕



◆ 一次関数の変化の割合の意味の理解に引き続き課題がある。〔 ４ 〕

４．課題等

C 関数

◆ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに引き続き課題がある。
〔 ８ （２）〕

D データの活用

◆ データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題があ
る。〔 ７ （１）〕

◇ 多数の観察や多数回の試行によって得られる確率の意味を理解することはできている。
〔 ５ 〕

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点 〔 〕内の記号は、問題番号

◆ 与えられた表やグラフから、必要な情報を読み取ることに課題がある。〔 ８ （１）〕

◆ 箱ひげ図から分布の特徴を読み取ることに課題がある。〔 ７ （２）〕


